
問　
公
営
住
宅
で
暮
ら
し
て
い
る
市
民

は
、
近
隣
に
気
を
使
い
な
が
ら
日
常
生

活
を
過
ご
し
て
い
る
。
桜
木
団
地
公
園

に
親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
遊
具

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

【
建
設
部
長
】

答　

桜
木
団
地
に
は
、
４
か
所
の
公
園

が
あ
り
、
ベ
ン
チ
や
東
屋
を
設
置
し
て

い
る
が
、
遊
具
に
つ
い
て
は
整
備
し
て

い
な
い
。
過
去
に
検
討
し
た
際
、
利
用

者
の
多
く
が
小
学
生
以
下
で
あ
り
、
安

全
管
理
が
最
優
先
で
あ
る
こ
と
と
、
閑

静
な
団
地
内
に
お
け
る
騒
音
へ
の
懸
念

か
ら
遊
具
の
設
置
は
見
送
っ
た
。
今
回

の
提
案
を
受
け
、
安
全
管
理
や
騒
音
に

配
慮
し
た
遊
具
の
設
置
に
つ
い
て
具
体

的
な
計
画
を
策
定
し
た
い
。

問　
岩
木
団
地
に
も
遊
具
は
な
く
、
設

置
の
検
討
を
。
か
し
わ
団
地
で
、
こ
れ

ま
で
に
遊
具
の
事
故
報
告
は
。
ま
た
、

ブ
ラ
ン
コ
設
置
の
要
望
が
あ
る
の
で
検

討
を
。

【
建
設
部
長
】

答　

岩
木
団
地
に
つ
い
て
も
安
全
性
と

設
置
場
所
を
確
保
で
き
れ
ば
、
入
居
者

数
に
応
じ
た
規
模
の
遊
具
を
設
置
し
た

問　
旧
町
村
ご
と
の
空
き
家
数
は
。
そ

の
う
ち
老
朽
化
の
著
し
い
空
き
家
数
は
。

ま
た
、
県
内
の
市
町
村
で
空
き
家
解
体

費
用
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

数
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

市
で
実
施
し
た
調
査
な
ど
に
よ
り

把
握
し
て
い
る
空
き
家
数
は
、
木
造
３

９
２
、
森
田
１
３
２
、
柏
56
、
稲
垣
78
、

車
力
１
７
５
の
合
計
８
３
３
戸
で
あ
る
。

老
朽
化
が
著
し
い
空
き
家
は
、
詳
細
に

調
査
す
れ
ば
相
当
な
数
に
な
る
が
、
市

民
か
ら
の
苦
情
や
情
報
提
供
が
あ
り
、

確
認
し
対
応
し
た
の
は
31
戸
で
あ
る
。

ま
た
、
県
内
で
空
き
家
の
解
体
に
対
し

助
成
を
行
っ
て
い
る
の
は
21
自
治
体
で

約
半
数
と
な
っ
て
い
る
。

問　
老
朽
化
の
著
し
い
空
き
家
は
、
市

内
を
巡
回
し
、
現
場
に
行
っ
て
確
認
す

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

市
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ
き
現

地
の
実
地
調
査
を
行
い
、
対
処
が
必
要

で
あ
れ
ば
通
知
文
書
を
送
付
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
修
繕
等
の
対
応
を
し
た
方

い
。
か
し
わ
団
地
の
遊
具
は
平
成
16
、

17
年
度
に
整
備
し
た
が
事
故
等
の
報
告

は
な
く
、
ブ
ラ
ン
コ
設
置
に
つ
い
て
は

安
全
を
最
優
先
に
可
能
な
範
囲
で
計
画

す
る
。

問　
近
年
、
男
性
特
有
の
が
ん
罹
患
者

の
方
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
紙
お

む
つ
や
尿
パ
ッ
ト
を
使
用
す
る
方
が
増

え
て
い
る
。
公
共
施
設
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
は
。

【
財
政
部
長
】

答　

今
回
の
質
問
を
受
け
、
サ
ニ
タ
リ

ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
の
必
要
性
を
認
識
し

た
。
直
接
管
理
し
て
い
る
施
設
は
早
急

に
対
応
す
る
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
よ

る
施
設
に
対
し
て
も
協
力
を
要
請
し
、

多
く
の
方
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
公

共
施
設
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

は
い
る
が
、
解
体
し
た
方
は
い
な
い
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
詳
細
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

不
動
産
業
の
方
に
も
協
力
い
た
だ

き
五
所
川
原
圏
域
定
住
自
立
圏
で
行
っ

て
い
る
事
業
で
あ
る
。
空
き
家
を
売
り

た
い
方
か
ら
登
録
を
受
け
、
売
買
金
額

等
を
入
れ
て
紹
介
し
て
い
る
。
本
市
で

は
こ
れ
ま
で
23
件
登
録
さ
れ
、
う
ち
売

約
済
は
11
件
で
あ
る
。

問　
五
所
川
原
市
で
は
空
き
家
解
体
の

助
成
制
度
が
あ
り
、
令
和
３
年
度
に
３

件
の
実
績
も
あ
る
。
本
市
で
も
解
体
を

促
す
た
め
、
費
用
の
一
部
を
助
成
で
き

な
い
か
。

【
市
長
】

答　

近
隣
市
町
で
助
成
制
度
の
な
い
の

は
本
市
だ
け
で

あ
る
た
め
、
ど

の
よ
う
な
助
成

を
す
れ
ば
効
率

的
に
な
る
の
か

調
査
し
て
早
急

に
対
処
し
た
い
。

●
桜
木
団
地
公
園
へ
遊
具
を
設
置
し

て
は

●
男
性
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
を
設
置
し
て
は

●
市
内
の
空
き
家
数
は

●
空
き
家
の
解
体
費
用
を
助
成
し
て
は

後日、市役所内の男性
トイレに設置されたサニ
タリーボックス

五
いつ

和
わ

会
かい

　成
な り た

田　克
かつ

子
こ

五
いつ

和
わ

会
かい

　長
は せ が わ

谷川榮
えい

子
こ
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問　
人
口
減
少
対
策
は
、
各
議
員
が
定

例
会
ご
と
に
質
問
、
提
言
し
て
い
る
が

意
見
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
の
で
は
。

柏
地
区
イ
オ
ン
周
辺
に
宅
地
分
譲
す
る

計
画
は
。

【
市
長
】

答　

人
口
減
少
対
策
は
、
国
の
推
計
よ

り
も
緩
や
か
に
な
る
よ
う
、
議
会
と
考

え
を
一
つ
に
し
て
進
め
て
き
た
つ
も
り

で
あ
り
、
住
宅
、
雇
用
等
効
果
が
出
る

と
こ
ろ
に
集
中
的
に
予
算
を
配
分
し
て

い
き
た
い
。
市
内
で
人
口
の
増
加
し
て

い
る
柏
地
区
の
イ
オ
ン
周
辺
に
お
け
る

宅
地
分
譲
は
考
え
て
い
る
。
現
在
は
農

地
転
用
許
可
、
農
振
法
の
規
制
の
た
め

難
し
い
状
況
に
あ
り
、
事
業
内
容
を
い

ろ
い
ろ
検
討
し
て
い
る
。

問　
昨
年
、
亀
ヶ
岡
石
器
時
代
遺
跡
と

田
小
屋
野
貝
塚
は
世
界
文
化
遺
産
と
な

っ
た
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は
、
い
つ
建

設
す
る
の
か
。

【
市
長
】

答　

文
化
庁
よ
り
、
世
界
遺
産
の
基
本

計
画
を
策
定
す
る
中
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
施

設
の
規
模
、
機
能
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等

を
検
討
す
る
よ
う
指
導
さ
れ
て
い
る
。

問　
市
農
産
物
直
売
所
は
年
間
30
万
人

以
上
の
集
客
が
あ
る
。
以
前
、
駐
車
場

の
拡
張
と
老
朽
化
し
た
柏
加
工
セ
ン
タ

ー
の
敷
地
内
へ
の
移
転
に
つ
い
て
質
問

し
た
が
、
検
討
状
況
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

市
農
産
物
直
売
所
は
多
く
の
来
客

が
あ
り
、
駐
車
場
拡
張
の
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
敷
地
内
の
県
有
財
産
で
あ

る
駐
車
帯
施
設
を
市
が
譲
り
受
け
、
ト

イ
レ
等
を
解
体
し
普
通
車
10
台
分
の
駐

車
場
を
整
備
す
る
。
柏
加
工
セ
ン
タ
ー

の
移
転
に
つ
い
て
は
、
直
売
所
に
隣
接

し
て
整
備
可
能
か
検
討
中
で
あ
る
。

問　
体
験
型
の
加
工
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
こ
と
で
、
観
光
ツ
ア
ー
の
コ
ー
ス

に
入
り
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、

新
商
品
の
開
発
に
よ
り
、
市
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
を
魅
力
あ
る
産
業
に
展

開
で
き
る
の
で
は
。

【
副
市
長
】

答　

議
員
提
案
の
体
験
型
の
加
工
セ
ン

タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
６
次
産
業

化
、
さ
ら
に
は
観
光
面
で
の
発
展
に
も

つ
な
が
り
、
市
経
済
の
活
性
化
に
有
効

で
あ
る
の
で
早
期
実
現
に
向
け
、
調
整

建
設
地
は
、
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
い
る
案
内
所
と
駐
車
場
と
な
っ
て

い
る
場
所
で
あ
る
。
令
和
４
年
度
か
ら

２
か
年
で
基
本
計
画
を
策
定
し
、
６
、

７
年
度
で
基
本
設
計
、
実
施
設
計
を
作

成
す
る
と
す
れ
ば
、
建
設
は
最
短
で
令

和
８
年
度
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
経
常
収
支
比
率
等
を
見
る
と
市
の

財
政
状
況
は
硬
直
化
し
て
い
る
と
考
え

る
。
来
年
か
ら
は
総
合
体
育
館
の
維
持

管
理
費
も
生
じ
て
く
る
な
か
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
に
影
響
は
。

【
市
長
】

答　

経
常
収
支
比
率
は
、
令
和
２
年
度

93
・
５
％
、
３
年
度
も
ほ
ぼ
横
ば
い
で

推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
一
般
会

計
全
体
の
基
金
残
高
は
３
年
度
で
約
98

億
円
と
な
り
、
市
債
残
高
は
総
合
体
育

館
の
建
設
な
ど
に
よ
り
、
４
年
度
に
ピ

ー
ク
の
約
４
２
５
億
円
に
な
る
が
、
５

年
度
以
降
は
年
々
減
少
す
る
財
政
運
営

計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　

仮
に
経
常
収
支
比
率
が
98
％
に
な
っ

て
も
基
金
が
あ
る
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
通
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
十
分
行

え
る
と
考
え
て
い
る
。

し
て
い
き
た
い
。

問　
老
朽
化
し
た
旧
柏
公
民
館
及
び
除

雪
車
両
車
庫
を
解
体
し
、
そ
の
土
地
を

宅
地
分
譲
し
て
は
。

【
総
務
部
長
】

答　

柏
地
区
は
住
宅
用
地
と
し
て
ニ
ー

ズ
の
高
い
地
区
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
人
口
減
少
対
策
の
一
つ
と
し
て
検

討
し
て
い
く
。

問　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
か
ら
市

役
所
ま
で
住
居
を
連
た
ん
さ
せ
れ
ば
、

よ
り
よ
い
住
環
境
に
な
る
の
で
は
。
ま

た
、
今
回
質
問
し
た
経
済
対
策
、
人
口

減
少
対
策
は
一
体
の
も
の
と
思
う
が
、

市
長
の
考
え
は
。

【
市
長
】

答　

柏
地
区
は
唯
一
人
口
が
伸
び
て
い

る
地
区
で
あ
り
、
市
の
遊
休
地
が
あ
れ

ば
売
り
出
し
た
い
。
ま
た
柏
地
区
か
ら

木
造
地
区
ま
で
、
住
宅
や
商
店
等
を
建

築
さ
せ
、
連
た
ん
性
を
高
め
て
、
に
ぎ

わ
い
を
取
り
戻
す
こ
と
が
、
何
よ
り
の

経
済
対
策
、
人
口
減
少
対
策
と
な
る
の

で
議
員
の
提
案
を
街
づ
く
り
に
生
か
し

た
い
。

●
人
口
減
少
対
策
は

●
世
界
遺
産
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
は

●
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

●
農
産
物
直
売
所
を
中
心
に
し
た

　
　
経
済
対
策
に
つ
い
て

●
人
口
減
少
対
策
は

五
いつ

和
わ

会
かい

　伊
い

藤
とう

　良
りょう

二
じ

五
いつ

和
わ

会
かい

　田
た

中
なか

　　透
とおる
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問　
今
年
度
、
海
水
浴
場
を
開
設
す
る

期
間
と
監
視
す
る
人
員
は
。
ま
た
、
昨

年
、
開
設
期
間
後
に
事
故
が
発
生
し
て

い
る
。
夏
休
み
終
了
ま
で
期
間
延
長
で

き
な
い
か
。

【
経
済
部
長
】

答　

出
来
島
海
水
浴
場
、
マ
グ
ア
ビ
ー

チ
と
も
に
７
月
23
日
か
ら
に
８
月
16
日

ま
で
の
予
定
で
あ
る
。
監
視
は
、
常
時
、

出
来
島
海
水
浴
場
で
ラ
イ
フ
セ
イ
バ
ー

１
名
、
監
視
員
は
土
日
の
み
１
名
、
マ

グ
ア
ビ
ー
チ
で
は
ラ
イ
フ
セ
イ
バ
ー
１

名
、
監
視
員
２
名
体
制
と
す
る
。
議
員

提
案
の
期
間
延
長
に
つ
い
て
は
、
近
隣

市
町
の
開
設
期
間
と
同
じ
８
月
21
日
ま

で
延
長
可
能
か
検
討
す
る
。

問　
救
助
資
材
は
使
用
頻
度
が
少
な
い

と
思
わ
れ
る
。
更
新
等
は
予
定
ど
お
り

行
っ
て
い
る
か
。

【
消
防
長
】

答　

高
額
な
資
機
材
は
、
メ
ー
カ
ー
公

表
の
耐
用
年
数
を
経
過
し
た
場
合
、
専

門
業
者
へ
検
査
依
頼
し
、
安
全
を
確
認

し
て
使
用
し
て
い
る
。
今
後
も
資
機
材

の
状
態
を
常
に
把
握
し
、
必
要
に
応
じ

て
更
新
す
る
。

問　
本
年
度
の
転
作
率
は
50
％
を
超
え

た
。
昨
年
度
と
飼
料
用
米
の
作
付
け
状

況
に
変
化
は
。
ま
た
、
輸
出
用
米
の
産

地
づ
く
り
交
付
金
は
10
ａ
当
た
り
４
万

６
０
０
円
で
あ
る
。
取
り
組
む
際
の
要

件
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

令
和
３
年
産
の
飼
料
用
米
の
作
付

面
積
の
実
績
は
１
３
８
７
．
８
ha
、
令

和
４
年
産
の
予
定
面
積
は
１
６
３
５
．

２
ha
で
、
17
・
８
％
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
輸
出
用
米
の
要
件
と
し
て
は
、

東
北
農
政
局
に
新
規
需
要
米
取
組
計
画

申
請
書
を
提
出
し
、
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
主
食
用
の
米
価
が
下
落
傾
向
の
た

め
、
安
定
し
た
補
助
金
の
あ
る
飼
料
用

米
の
作
付
面
積
は
増
加
し
た
と
考
え
る
。

飼
料
用
米
を
出
荷
す
る
に
は
乾
燥
調
製

の
必
要
が
あ
り
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等

の
利
用
者
は
飼
料
用
米
の
作
付
け
に
取

り
組
み
に
く
い
。
今
後
、
受
け
入
れ
る

考
え
は
。

【
経
済
部
長
】

答　

ご
し
ょ
つ
が
る
農
協
で
は
、
木
造

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
受
入
不

可
で
あ
る
が
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
ラ
イ
ス

問　
大
学
、
学
部
、
キ
ャ
ン
パ
ス
等
の

誘
致
は
人
口
減
少
対
策
に
な
る
と
考
え

る
。
誘
致
活
動
は
可
能
か
。
可
能
な
ら

ば
、
ど
の
よ
う
な
学
部
か
。

【
総
務
部
長
】

答　

誘
致
は
、
大
学
側
の
設
置
意
向
が

重
要
で
あ
る
。
実
現
す
れ
ば
、
若
者
の

流
出
抑
制
の
み
な
ら
ず
、
市
外
か
ら
の

移
住
も
期
待
さ
れ
る
。
誘
致
活
動
と
し

て
は
大
学
側
へ
の
助
成
等
の
支
援
が
想

定
さ
れ
、
学
部
に
つ
い
て
は
本
市
の
基

幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
系
統
で
あ
れ
ば
、

農
業
振
興
、
後
継
者
育
成
等
に
寄
与
す

る
と
考
え
る
。

問　
医
学
系
を
誘
致
し
て
は
。

【
市
長
】

答　

大
学
誘
致
は
10
年
位
前
に
調
査
し

た
こ
と
は
あ
る
。
そ
の
当
時
、
医
者
、

獣
医
、
薬
剤
師
等
の
医
学
系
の
大
学
に

つ
い
て
は
、
卒
業
生
数
等
、
様
々
な
規

制
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
現
在

の
規
制
を
確
認
し
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
是

非
誘
致
し
た
い
。

セ
ン
タ
ー
は
受
入
れ
可
能
。

　

つ
が
る
に
し
き
た
農
協
で
は
、
主
食

用
品
種
で
出
荷
契
約
数
量
を
出
荷
す
る

一
括
管
理
は
受
入
れ
可
能
だ
が
、
圃
場

を
特
定
し
、
全
収
量
の
出
荷
が
必
要
な

区
分
管
理
は
、
現
時
点
（
６
月
９
日
現

在
）
で
受
け
入
れ
る
予
定
は
な
い
。

問　
入
札
に
よ
ら
ず
に
随
意
契
約
す
る

場
合
の
金
額
の
範
囲
は
。
契
約
の
権
限

者
は
誰
か
。
ま
た
、
業
者
が
１
者
の
み

の
場
合
、
価
格
の
適
正
さ
を
ど
の
よ
う

に
判
断
し
て
い
る
か
。

【
財
政
部
長
】

答　

随
意
契
約
の
金
額
の
範
囲
は
、
契

約
の
種
類
ご
と
に
定
め
ら
れ
て
い
る

（
別
表
の
と
お
り
）。
契
約
締
結
の
権
限

は
30
万
円
を
超
え
る
も
の
は
所
管
部
長
、

30
万
円
以
下
の
も
の
は
所
管
課
長
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
取
扱
業

者
１
者
の
場
合

は
、
市
場
価
格

調
査
等
を
行
い
、

適
正
な
設
計
金

額
の
算
出
を
し

て
い
る
。

●
水
難
事
故
防
止
対
策
は

●
大
学
誘
致
に
つ
い
て

●
農
業
政
策
に
つ
い
て

●
随
意
契
約
に
つ
い
て

一 般 質 問　ここが聞きたい 各議員の質問と答弁の趣旨を掲載しています。

五
いつ

和
わ

会
かい

　秋
あき

田
た

谷
や

建
たて

幸
ゆき

絆
き

心
しん

会
かい

　齊
さい

藤
とう

　　渡
わたる

別表：随意契約の限度額
① 工事又は製造の請負 130万円
② 財産の買入れ 80万円
③ 物件の借入れ 40万円
④ 財産の売払い 30万円
⑤ 物件の貸付け 30万円
⑥ ①～⑤以外 50万円
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